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二十三

私の上に降 る雪は

ひどい吹雪 とみえました

二十四

私 の上 に降 る雪 は

い としめや かに な りま した…一一

皿

私の上に降 る雪は

花びらのように降ってきます

薪の燃える音 もして

凍るみ空の鋤む頃

私の上に降る雪は

いとなよびかになつかしく

手を差伸ぺて降 りました

私の上に降る雪は

熱額に落ちもくる

涙のやうでありました生ひ立ちの歌

中原中也/山 羊の歌より
私の上に降る雪に

いとねんごろに感謝 して、神様に

長生したいと祈りました

私 の上に降る雪は

いと貞潔でありました

実 績 が 示 す 最 高 の 信 頼 創立昭和8年

過 去 、 数 万 に の ぼ る塾 の 先 輩 た ちが

め ざ す 難 関 大 学 の 入 試 を征 服 し

今 は 、 輝 しい第 一 線 で 活 躍 して い る

こ の 豊 か な実 績 と他 に類 の な い

科 学 的 学 習 ・進 学 の指 導 シ ス テ ム が

入 試 本 誉 で の 君 を 力強 く勇 気 づ け て い る

河 合 塾 生 の 成 功 を祈 る。

教 職 員 ・チ ュ ー ター 一 同

評蕪 撫 撫 本.河
千 種 校 名 古 屋ll∫千種 区 宮 西 田」'2TEL(052)731-1581名 駅 校

ム
'口

・ 塾

大 学 進 学 科

国立大 ・公立大 ・私立大 ・理学系 ・文系 各 コース

医学 進学 特別指 導 コー ス

芸 大 進学 実技重 点 コー ス

IR方 式 による独 自のテキス ト編集
能力のカベを破 る学習 クリニフク
塾生一人一人 と未来を謡るチュー トリアル
システム

大 学 予 備 校
名 古 屋 市 中村 区 則 武 町2TEL(052)451-0581塾 生 寮(千 種 寮 ・千 種 女 一f寮 ・駒 場 寮)
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つ
の
生
協
食
堂
が
あ
る
が
、
当
日
は
非

常
に
混
乱
す
る
。
ま
た
周
辺
の
食
堂
も

例
年
か
な
り
の
混
乱
を
み
せ
る
。
昨
年

は
本
社
等
の
勧
轡
が
効
果
あ
っ
た
の
か

例
年
の
様
な
混
穫
は
な
か
っ
た
が
、
食

堂
探
し
に
時
聞
を
貴
す
の
は
、
得
策
で

は
あ
雲

い
。

十
、
京
那
大
学
の
入
試
は
そ
の
歴
史

を
踏
ま
え
る
な
ら
は
、
入
鼠
三
日
間
の

う
ち
不
恐
議
と
一
口
は
雪
が
降
る
。
異

常
薩
冬
と
い
わ
れ
る
今
年
で
も
、
入
試

が
近
づ
く
に
つ
れ
寒
さ
が
敵
し
く
な
っ

て
き
て
お
り
、
二
二
日
に
は
、
市
内

は
、
う
っ
す
ら
と
自
い
ベ
ー
ル
に
つ
つ

ま
れ
た
。
寒
さ
に
対
す
る
準
備
は
十
分

に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
科
学
に
立
脚
し

た
天
気
予
報
よ
り
、
こ
う
し
た
非
科
学

的
推
側
が
的
中
す
る
場
含
も
あ
る
の
だ

か
ら
。

十
一
、
昨
年
ま
で
は
、
A羅
電
報
は

本
祉
が
止
或
団
体
と
し
て
、
賀
任
を
も

っ
て
取
扱
つ
て
い
た
が
、
今
年
は
本
社

編
築
部
は
こ
"
を
取
級
わ
な
い
こ
と
に

㎜
◆

各

タ

ー

ミ

ナ

ル

ろ
。い
ろ
い
ろ
覚

に
い
こ
と
も
あ

㎜

か
ら
京
都
大
学

る肇

がよ～
芝鴛

も

へ
の
交
通
機

関

穫
こ
ゑ

ぞ
墓

が
み
た
い
と
い

▼
阪
急
四
条
河
原
町
か
ら

曜
市
電
G診
・;
ー
四
条
河
原
町
↓
河
原
町

今
出
川
↓
百
万
遍
・農
学
部
削
下
単

市
パ
ス
③
雷
、
四
条
置
原
町
↓
河
腺

脚
町
今
出
川
↓
百
万
遍
下
軍

㎜淵
市
パ
ス
鋤
…
…
四
条
河
原
町
↓
祇
園

↓
果
一
条
・
百
万
遍
下
軍

▼
国
鉄
京
都
駅
か
ら

市
電
⑥
…
ー壱
小都
駅
↓
策
大
路
七
条

市
電
②
・…
8
京
都
駅
↓
四
条
河
猿
町

↓
河
原
町
今
出
川
↓
百
万
遍
下
単

市
バ
ス
㊤
…
3
京
都
駅
↓
局
丸
丸
太

川
町
↓
態
野
↓
果
一
条
下
軍

(注
)
京
阪
三
条
か
ら
は
不
便
な

の
で
京
阪
電
事
箱

用
す
る
人
は
、

京
阪
四
条
駅
で
下
軍
し
、
祇
囲
へ
出

る
か
、
四
条
河
原
町
へ
出
る
の
が
よ

い
だ
ろ
う
。
先
記
し
た
市
バ
ス
。
市

電
を
利
用
す
れ
ば
よ
い
。

出
費
が
か
さ
ん
で
も
、
タ
ク
シ
ー

㎜
を
利
用
す
る
の
が
、
糟
禰
的
に
ゆ
と

り
が
出
る
。

◆
試
験

が
す

ん
だ

一

ら

㎜

鑛
が
薯
の
は
吾
の
昏

罰

=

卑

一

一

㎜
↓
箇

↓
廉
棊

.百
召

輩

欄
決
定
し
た
。
し
か
し
電
詣
連
絡
に
は
澱

任
を
も
っ
て
お
答
え
す
る
つ
も
り
で
あ

う
人
は
…
…
鴨
川
河
原
(歩
い
て
す

ぐ
)
御
所
(
西
へ
歩
い
て
一
五
分
)

植
物
園
(
市
電
⑥
で
二
十
分
)

瀞
か
な
寺
院
で
受
験
生
活
の
心
の

継
摺
が
し
た
い
と
い
う
君
に
は
…
…

法
然
院
(吉
田
山
を
越
え
て
す
ぐ
。

用
隣
の
基
地
に
は
、
河
上
雛
、
谷
崎

順
一
郎
が
隅
る
)
時
間
に
余
裕
の
あ

る
人
に
は
、
光
悦
寺
(三
条
京
阪
か

ら
市
バ
ス
が
出
て
い
る
)
を
す
す
め

る
。
こ
の
寺
の
庭
の
各
所
に
配
置
さ

れ
て
い
る
茶
室
や
、
特
徴
あ
る
垣
根

と
立
木
の
調
和
は
見
事
で
あ
る
。

古
典
の
世
界
や
宗
教
的
零
囲
気
に

な
じ
め
な
い
人
に
は
、
洛
北
の
名
所

「
京
一
会
館
」
を
推
め
る
。
京
都
の

学
生
生
活
の
一端
を
垣
聞
見
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。

ま
た
、
岡
崎
や
黒
谷
周
辺
に
宿
旧

す
る
人
は
朝
早
く
、
ま
だ
街
が
夜
の

し
じ
ま
か
ら
ぬ
け
で
な
い
こ
ろ
、
梵

鐘
の
声
を
遠
く
に
聞
く
だ
ろ
う
。
[

穣
で
そ
れ
で
い
て
い
わ
く
あ
り
げ
な

そ
の
膏
色
は
、
平
家
物
譜
の
冒
頭
を

思
い
起
こ
さ
せ
る
。
受
験
前
の
復
習

に
な
る
。

'

冒

る
。

(よ
)

○

◇ 午 前 部(理 科系 ・文科系)の 各科 は選 抜試験 を行 な う
レ試 験 日嵩(第1回)3月21日(第2回)3月27日

(第3回)4月2日(第4回)4月7日
[〉試験科 目一英語 ・数学 。国語 レ試験場一京都 ・東京

レ願書受付一3月11日 より各試験施行 日の3日 前 まで

◇ 昼 間 部 綜 合 科 ・高 校 生 特 別 補 習 科 は無試験 申込順
レ願書受付昌3月1日 より 受付中

※詳細は「入学案内書」参照 郵送希望者は〒75円 要

新学期開講4月14日
冷 暖 房 ・図 書 館 完 備

 

る祈御 成 功 を

血 の 通 っ た教 育 の 場

天 王 寺予 用校
大阪市阿倍野区松崎町2丁 目(国 鉄天王寺駅東口南スグ)

電 話(06)621-1881(代 表)入 学 案 内(〒 共)150円

●9
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大阪YMCA大 学予備校
堺 校 アベノ校

豊中校 土佐堀校

匡:亜 全日制・全教科
明治38年創立の伝統を基盤として、小クラス編成による

独自の教育方針が着実な成果をあげています!
昭 和46年 度 合格者実績

高校生科 英数科 ・夕刻

▼豊中校
豊中市北桜塚1-4-24
〒560電068-56-1141㈹

(阪急豊中駅東へ5分)

理系クラス

医進クラス(豊中校のみ)

文系 クラス

テ ス ト～ 英 語 ・数 学 ・国 謬 ～
一次3月22日(水)

二次3月27日(月)

三次4月4日(火)

▼ ア ベ ノ 校

大阪市天王寺区南河堀町111
〒543電06-779-8361㈹

(天王寺駅北出口東へ5分)

四
校
A

画

大 学 名 合格者数 大 学 名 合格者数

国
公
立
[

期
綬

東 京 大 8 私

立

大

学

畢 稲 田 大 170
一

京 都 大 162 慶 応 大 109

同 志 社 大 763大 匝 大 357
立 動 鱈 犬 505押 戸 大 208 一
閥 西 掌 院 420大 阪 市 大 230
関 四 穴 501大 阪 府 大 157
そ の 他 693そ の 他 174

曾 計 1296 合 計 316里

薗公立二期 ・中間校合計 375

テ ス ト～ 英 語 ・数 学 ～

4月3日(月)

要導繍 ▼雛
鷺騨 調

(阪和線三国ケ丘駅南へ3分)

亨土佐堀校
'大 阪市西区土佐堀 通2-12

〒550電06-441-0892㈹
(地下鉄肥後橋西へ5分)

受験生諸君のこ健

闘 とご成功を祈 る

学
生
寮

(学
校
へ
二
分
)

後輩及び知友に

本校の推せんを乞う

(学校法入)武 蔵 高 等 予 備 校

(あ饗努認)軍謡謬贔 麗 島欝 鶏饗11

壌葵大道 学 園
京大 ・神大受験科,東 大 ・阪大 受験科

46年度合格者 京大医9名 阪大医1〔}名

神大医18名 、京都府立医大14名

大阪医大17名 等 医進コース合格

合計115名 、46年度京ゴく医轟二合格

した本県出身者13名中現役4名 、

残 り9名 中8名 に本校卒o

本校入試 第1回3月26目 、 第2回4月2日

口●受付

所 在 地

3月15日 より3月31目 まで

(日隠、祝日を除く)

神 戸 市 東 灘 区 御 影 町 岸本1557

(阪急御影下車西爾200π の 徒歩3分

〒658TEL(078)851-0050

学 則(送 料共200円)

〒530大 阪 市 北 区 芝 田 町69

大 阪 駅 北5分 ・国 道 西 側

電、活 大阪(06)372-2166(代)

開 講4月14日

遮 く昼間〉
特 別 コース ……選 抜 試 験

普 通 コース ・・…・申込順 入学

駆 到 〈夜間〉
普通 コースー ・・申込順入 学

を 詳
ご 細

ん 案全科目

授 業 ま書

互

〒650神 戸市 生 田区 楠町6の20

高 速 神 戸 駅 北3分

電話神戸(078)351-1524

,

四
月
十
七
日
開
校

要

大
阪

市
天

電

話

06

ー

地
下
鉄
谷
町
線

項

百

円

王

寺

区

東

高

津

町

14

〒

5

4

3

-
(
7
6
2
)
1

1
9
7
1
～
2

.
2
8
3
8

替
千
日
前
線
・谷
九
駅
、近
鉄
上
本
町
か
ら
三
分

脂

o
特

別
選

抜
ク

ラ

ス

テ
ス
ト
日

四
月
八
日
、
九
日

京
大

・
阪
大

・
神
大
ク
ラ
ス

(選
抜
テ
ス
ト
実
施
)

O
普
通
科

(昼

・夜

)

文
理
学
力
別

(申
し
込
み
順
受
付
け
)

創

立

30

余

年

の

伝

統

と

実

績

を

誇

る

1

炉

昏 直

1

`
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一
月
九
日
ー
ご
(
省
と
臼
卦
堂
の陽

罐
で
、
国
立
人
ーア
費
値
上
げ
案
が
」

式
に
決
定
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
対
す
る

尾
へ
に
お
け
る
反
蘇
体
制
は
一
早
く
構

築
さ
れ
た
。
碑
十
日
、
冬
休
み
を
終
～

し
教
養
部
の
後
期
授
業
が
再
開
さ
れ
た

時
に
は
、
ワ
費
憤
r
げ
阻
止
/
中
教

審
答
申
粉
砕
ー
自
衛
隊
沖
縄
派
兵
鵬
止

ー
」
を
掲
げ
た
立
て
冒
板
が
並
び
、摺
宣

の
ビ
ラ
が
ま
か
れ
た
。
そ
し
て
同
日
夜

の
沽
動
者
会
議
で
敦
養
部
ス
ト
ノ
イ
キ

実
行
婁
員
会
(C
ス
ト
実
)
の
準
備
会

が
結
成
さ
れ
、
学
費
値
上
げ
実
力
阻

止
、
自
衛
隊
沖
縄
派
兵
実
力
阻
止
の
教

養
部
無
期
限
ス
ト
ラ
イ
キ
へ
向
け
共
同

し
て
闘
う
こ
と
を
慧
志
一
致
し
た
。

そ
し
て
C
ス
ト
実
準
備
会
は
、
十
九

日
に
教
鶴
部
代
議
員
大
会
(
こ
れ
は
教

養
部
の
最
高
議
決
機
関
で
あ
る
)
の
開

催
を
提
起
、
十
一
日
中
に
開
催
要
求
署

名
を
集
め
切
り
、
教
養
部
自
治
会
常
任

委
賃
会
に
提
出
す
る
と
と
も
に
、
毎
日

早
朝
か
ら
、
約

一
十
名
の
部
隊
で
情

宣
、
ク
ラ
ス
の
組
織
化
と
、
香
発
な
活

動
を
展
開
し
た
。
一方
、
民
酉
温
学
生

-
教
養
部
自
宿
会
は
」
三
日
に
至
っ
て

も
ス
ト
ラ
イ
キ
の
提
起
す
ら
で
き
ず
、

具
体
的
な
運
動
展
開
の
中
で
肝
倒
的
に

立
山2
埋
れ
た
ま
ま
だ
っ
た
。

土
ハ
日
に
は
C
ス
ト
実
の
繕
成
人
黛

が
二
百
名
ほ
ど
の
大
衆
的
規
柳
で
勝
,

と
ら
れ
、
ー
七
日
早
朝
に
、
す
で
に

な
れ
つ
つ
あ
つ
た
期
閲
外
遼
期
試
験
乙

粉
砕
し
闘
争
の
電
な
る
簡
揚
を
は
か
勺

た
め
教
養
部
11
門
。
A
㌧
鋸
バ
リ
ケ
ー

ド
封
顛
が
眞
徹
さ
れ
た
。
ま
た
同
日
ー

午
過
ぎ
か
ら
は
、
.ノ
リ
ケ
ー
ト
内
で

京
大
手
疲
伸
ト
げ
爽
力
阻
止
・
自
衛
＼

沖
縄
派
員
実
力
鼠
H
継
決
起
集
会
が

二
五
〇
名
を
舶
樂
し
て
仔
た
わ
れ
た
.

こ
の
簗
ハ
で
は
、
C
ス
ト
実
の
他
二

≠
部
闘
争
委
員
会
ー
自
沿
会
が
元
守

卜
九
日
の
教
養
部
代
議
員
友
会
の
恥
入

か
ら
各
字
部
ナ牛
大
ヘハの
勝
利
を
裏
i

す
べ
く
、
哩
な
る
意
し
一致
と
闘
偽
'

制
の
打
ち
固
め
を
勝
ち
取
っ
た
。
}ご
〕

て
、
全
学
の
結
合
強
化
へ
回
け
+
八
ー

夜
の
全
学
占
勧
占
会
義
で
は
、
鼠
人

費
値
上
げ
鴎
止
全
.～
闘
争
委
蝕
会
題

(全
闘
連
)
の
結
成
が
確
認
さ
れ
た

こ
う
し
た
】
迩
の
諸
費
闘
争
の
聯
或

過
程
の
中
で
、
今
回
の
掌
費
値
上
げ
,

撃
が
「受
益
者
負
担
の
原
則
」
の
艸

に
よ
る
大
衆
二
重
収
奪
の
強
化
で
あ

り
、
財
政
危
機
の
人
民
へ
の
転
化
で
あ

る
と
同
時
に
、
教
甫
の
帝
国
毛
義
的
1

鵜
田
中
敦
審
路
線
貫
徹
の
一
環
、
帯
t

戦
線
へ
の
挑
発
・
解
体
策
動
で
あ
る
こ

と
が
大
衆
的
に
確
認
さ
れ
て
た
。
し

か
し
現
段
階
で
は
、
収
奪
強
化
を
マ
博

と
し
て
進
行
す
る
抑
圧
・
款
属
の
頓
化

を
見
据
え
、
闘
争
の
発
展
の
方
面
を
解

1

明
q
勺
こ
と
k
、
ー
「魯
二
不
ー
が
で

あ
っ
た
と
畠
わ
ね
ば
た
う
な
い
。

敗
養
晶
代
盃
バ
介
の
開
催
に
関
し
、

教
度
部
自
膚
ゑ
常
仔
委
員
会

へC
自
常

任
安
、
配
青
ゐ
)
は
、
C
ス
ノ
ト
実
が

ー
九
目
に
提
起
し
要
求
署
名
を
集
め
切

っ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
民
な
同
系

・り
が

日
に
開
膣
を
要
ム
し
て
い

る
こ
と
を
埋
由
に
、
最
初
=
Q
日
に
統

一し
て
や
る
な
ど
と
言
っ
て
い
た
。
し

か
し
一
一〇
臼
に
企
京
都
学
ー統
一
行
動

を
予
定
し
て
い
た
C
ス
ト
実
は
、
闘
争

に
対
す
譲

対
だ
と
し
て
C
臼
常
任
委

を
激
し
く
糾
躍
.
追
及
し
た
た
め
、
C

目
常
任
委
は
屈
服
し
[九
日
開
催
を
告

小
廿
ユ
」温
葛
得
な
く
な
つ
晶～
。

卜
九
日
、
早
朝
か
ら
ク
ラ
ス
討
諭
や

ビ
ソ
ま
き
な
ど
の
盾
勒
を
貞
徹
し
に
C

ス
ト
笑
は
、
午
後
四
時
二
う
か
ら
代
議

員
大
会
会
場
の
法
経
一番
教
室
に
入
り

結
集
し
ご
来
た
字
牛
に
ア
ノ
チ
ー
シ
コ

ン
を
囲
始
し
た
。
午
後
七
時
遺
ぎ
に
ね

っ
て
唱
席
壱
が
足
足
数
に
免
り
代
議
員

大
会
が
り
八
に
成
功
し
た
。

人
ヘ
ハで
』
、
C
ス
ト
実
、
C
目
崩
伺

張
、
民
'
同
系
彦

か
ら
て
れ
ぞ
れ
議

案
礎
が
髭
出
さ
れ
、
提
案
趣
旨
説
明
、

一般
♂
論
、
粉
拓
討
論
を
経
て
激
し
い

論
角
が
展
開
亡
れ
た
。
C
自
鷺
仔
委
の

労

円
各

は
、

費

標
魑

ー
げ
は

一「
敦
甫
の
機
会
均
等
」
を
破
設
す
る
か

り
反
刈
せ
ね
ば
な
ら
た
い
、
1
。
ね
～

・
7
b
の
長
期
ス
ト
ノ
イ
キ
で
段
起
し

よ
⊃
と
い
う
も
の
で
あ
っ
竃
。
し
か
し

こ
れ
ば
教
甫
・

卿
の
本
質
が
見
抜
け

ず

・
㌻
撹
滝
争
L
ノ
孚
承
し
ζ
い
る
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だ
け
で
あ
り
、
ス
ト
7
イ
串
の
方
釧
に

し
て
も
試
験
を
レ
ポ
t
ト
化
せ
よ
と
い

う
な
ど
自
]
保
身
に
専
含
す
㊨だ
け
で

あ
る
こ
と
が
、
討
論
の
過
程
で
人
衆
的

に
暴
露
さ
れ
て
い
っ
た
q

一
 Cス
ト
突
は
一
昨
秋
、
沖
縄
-

里

塚
闘
争
の
地
孕
を
踏
ま
え
、
イ
ン
ド
ノ

ナ
ξ
命
戦
争
に
連
帯
し
、
日
帝
の
侵
略

反
を
命
-
園
内
軌
台
の
野
望
に
概
期
限

ス
ト
か
ら
稔
反
電
を
ー
」
を
星
調
と
し

た
議
案
書
に
関
し
て
発

目し
、
そ
の
中

で
、
学
牛
戦
線
に
か
け
ら
れ
た
解
体
策

動
で
あ
る
∫
費
値
ま
げ
攻
蘇
が
、
「受

益
負
者
担
の
原
則
」
の
避
応
に
よ
る

と
共
に
、
奨
学
金
が
∫猛
分
断
支
配
の

系
段
で
あ
⇔
こ
と
を
暴
露
し
、
跨
質
値

」
げ
阻
巨
闘
争
側
全
国
政
山
闘
争
と
し

て
闘
い
抜
き
自
衛
隊
沖
縄
派
兵
阻
ー
闘

争
に
進
畢
せ
よ
と
訴
え
た
。
そ
し
て
柵

期
限
ス
ト
ラ
イ
キ
の
力
針
と
C
ス
ト
期

間
中
は
C
ス
ト
天
人
会
を
最
局
決
～概

関
と
す
る
こ
と
を
炉
せ
て
提
起
し
L
。

『
汝
1

時
ご
ろ
に
な
っ
て
よ
,
や

く
討
篇
ζ
が
わ
り
、
環
決
に
移
っ
ん
が

こ
の
時
肖
て
人
盆
よ
湯
に
は
、
代
峨
岐

・
オ
ブ
ザ
ー
ハ
t
オ
]言
め
て
幻
r
L
--

名
が
勅
集
し
、
月
入
史
ー
最
人
の

毒

楓
人
会
と
ね
り

費
随
ー
メ
岨
口
嗣
〃,

へ
の
関
心
の
策
11
が
伍
り。恥
さ
れ
セ
.

採
決
甑
甥
は
P
ト
の
通
り
。
(

し

数
且

上
、
今
録
放
九

」、
1
卜
故

八
九
八
、
過
ー
烈
四
』
O
)

民
r同
系

蟹
五
七

反
L
t
J

保
五
」

東
一
四
(舎
沖
)

C
ス
ト
実

賢
五
三
七

反
一一一二
〇

保
三
五

噂至
ハ
(可
由
い)

C
目
常
任
安

賛
,
ハ
一
反
モ
ー
し

保
四

一
食
=
六
(合
決
)

U
ー
の
様
に
C
ス
ト
だ
提
案
の
赤
が

駐
倒
田
多
故
の
叉
痔
に
仏
っ
て
可
殴
さ

れ
た
。

代
罐
員
八少
で
の
ー
倒
岡
駆
丹
'踏

ま
え

Q
日
か
ら
帰
期
隈
ス
ト
7
イ
「F

に
笈
入
し
九
救
蔑
部
で
砥
、
醇
日
ヴ
ノ

ス
僑動
を
甲
心
に
無
期
限
ス
ト
フ
イ
キ

の
囚
実
化
を
は
か
る
べ
く
旧
発
な
運
動

が
展
開
さ
れ
た
。
そ
し
て
教
養
部
以
外

で
も
、
同
し
く
二
〇
日
か
ら
経
済
〃

部
、
二
一
日
か
ら
又
・農
向
≠
部
、
=

ハ
日
か
ら
工
掌
部
が
無
期
限
ス
ト
ノ
イ

キ
に
突
入
し
、
理
〆
部
も

=
日
か
ら

長
期
ス
ト
ブ
イ
キ
に
は
い
り
、
文

通

り
、
値
ー
げ
岨
止

ハ氏
全
・.焼
弓
疾
卜

体
制
が
画
女
と
構
》
こ
れ
た
.

一
n
日
」
は
同

」千
く

'缶

小
ー
ル
に
く
関
内
の
、
か
う
m
,
目

名
の
学
生
を
結
集
し
て
、
ヴ
費
他
ー
げ

阻
止
・沖
緬
へ
の
自
衛
隊
派
兵
全
関
西

牛
吐
統
一
行
動
が
闘
わ
れ
た
が
、
こ
の

軌
一
行
動
に
も
教
養
部
-
全
字
に
お
け

る
沽
動
を
踏
ま
え
京
大
か
ら
も
多
数
の

舵
封
が
決
起
し
た
。

】月
ト
旬
に
な
っ
て
入
試
を
強
も
す

へ
く
、
全
掌
無
期
限
バ
リ
ケ
ー
ド
ス
ト

ノ
イ
キ
俸
制
で
≧
費
値
上
げ
d
口
闘
争

'闘
っ
て
い
る
同

・社
人
・
に
、
壊
動

隊
が
"
人
ご
恥
る
こ
己
が
セ
想
こ
れ
緊

巳
し
L
橘
勢
に
な
,
て
又
ん
。

受
験
生
諸
君
、共
同
の
戦
列

へ

2

学
費
闘
争

,

7

、⊂
・、ト
ノ

ム
・闘
運
に
精
集
写

.勺
蹄
臥
ト㎞
、

L
H
夜
か
ら
バ
リ
ケ
ー

ド
内
に
く
臥
β
」
込

け
、
同
曳
孟
緩
体

制
序
"
ち
固
め
ん
、
で
し
て
つ
い
に

一

月

日
、
隠
人
i
局
の
要
請
に
尾
し

示

晶
府
警
の
機
動
臥
猷
刈

門
0
ぞ
が
ト

一 ,
,

ヵ
月

の
地

平
邑窩

わ
れ
わ
れ
は
闘
い
続
け
て
い

人
に
rr
人
し
、
明
徳
館
碧
の
四
戦

t

ホ
」
」
も
速
調
、
ハ
リ
ケ
ー
ー
(〕扱

ム

し
L
。

こ
れ
に
～
し
し
緊
急
机
罎
案
ム∫が
、

同
人
全

闘
争
奏
堀
〔へA
、
・尿
人
A
闘
声斗

た
と
ー〕甲
串
に
、
同
㌧

声
会
鯛
巾
吐

て
げ
な
わ
恥
、
橋
力
ー
機
動
隊
に
対
す

る
断
固
と
し
犀
武
盈
闘
争
が
展
開
さ
れ

尤
。
機
勤
隊
は
闘
か
つ
部
分
に
対
し
、

加
気
の
弾
圧
を
以
っ
て
答
え
不
当
に
白

名
以
ト
が
検
挙
さ
れ
最
終
的
に
は
二
九

名
か
感
傭
さ
れ
た
。
し
か
し
夙
人
C
ス

ト
失
1
冷
闘
連
は
、
こ
の
様
な
弾
比
に

も
暦
せ
ず
、
闘
い
の
中
で
同
人
の
ん
進

馬

ー
と
の
連
昔

L
い
ら
」
蝋
問
L
し

r
〕の
て
め
る
。

陣憩
～、
で
の
同

い
の
L
展
の
甲
ご
、

⊂

、ト

人ぱ
力
1
建
教
鯉
、

民
と
の
団

ご

月
-
口

弘
,
や
く
し
円
し
九
。

h

(

弓
に
は
四
白
名
も
の

㌃
が
帽

k
し
、
ガ
ー
う
払
か
リ
コ
ス
ト
ノ
イ
キ

d
中
二
試
験

レ

、
ー
ト

〆弾

q
し

雇
い
」

の
顔
り証

'̀
仔
い
取
ー
の
つ

目
申
L

回
目
⊃
口
父
'
b
た
,
こ

〆

♪
さ
ト」ナ
ハ
⊂
あ
0
.

費
詞
等
の
ー
ー
b

易
の
r
」
、

レ
こ

」
一し
」
＼
ー

1
㌧

へ

⊃
」

〃

ノ
"

し
ー
ω
りこ
レ
」

し
"
・え
㌦
、
'
瑳

」、

J
つ
＼衆

虹
メ

'

、し

」
-
⊃
ん

,
」ご

～

(
別
⊃
、ノ
㌧

,

へ
7

ー

ー
レ

L

'

ト
伊
,
、く
、
尺
1
解
ー
1

司

一

い
,
k
詣

日
巡
響

軸

の
ト
」
㍉

し
八
日
」
押

㌦
て

一
-
＼
「

」

・
/
～
ー
げ

川
と
し
ん

し

η
し
こ
の

甥
も
C

〈＼

、
1
〈
厨
江
二
帽
集

り

帰

日
へ
の

の
ー
て
扮
酋
さ
舳
、

k
ド

〆

ビ
疋
'
ぐ
暦
戸
晦
し

'し

℃
し

J

1

11

、月
鼠

鼠
h
=
よ

勺

コ
医

口
の
ー
,、て
の
佃

窪
㎏

日

ノ
u
,心に
、
乱
司

衰
ー
d

ρ人

k
が
風
争
の
目
と
ー
へ
く
、

・
1
・

国

∫費
闘
噴
胎
層
、
旨
衛
賦
沖
縄

、
'

実
刀
阻
u
、
隼
山
由
押
R
粉

餌
/
関

曲
人
策
A'が
開
か
れ
た
。
こ
の
集
会
は

孟
鳳
闘
争
の
全
国
的
仏
が
り
と
深
ま
り

を
求
め
盈
駅
大
C
ス
ト
実
-
全
闘
連
が

呼
び
か
け
主
催
し
た
も
の
で
、
京
大
教

養
部
バ
リ
ケ
ー
ド
内
で
行
な
わ
れ
た
。

こ
の
集
会
に
は
全
関
西
の
闘
う
労
働

者
。
学
生
・
高
校
生
・
布
民
が
参
加
し

稔
勢
八
白
名
琶

え
る
最
近
に
な
く
盛

り
ヨ
っ
だ
錐
会
に
な
っ
た
。
学
列
戦
練

か
り
ぽ
示
人
今
闘
連
、
同
人
介

闘
争

姻(員
会
、
関
西
人
㌦
祖
な
〆
部
・
ー
r

菖
ス
ト
ノ
イ
キ
:、右
委
員
会
な
ど
が
阜

搏
rし
、
て
れ
ゼ
れ
闘
,
請
戦
隷
の
翫
介

ζ
提
炬
し
た
。
ま
た
・4
戦
騒
以
外
に

も
恢
/
な
領
鳳
・
戦
猟
で
闘
ひ
っ
て
い

る

る
部
分
か
ら
発
一凸
が
あ
り
、
在
本
」
仲

縄
脊
年
労
働
者
・
学
生
の
組
織
で
あ
⇔

沖
縄
青
年
同
盟
か
ら
も
特
別
ア
ピ
ー
ル

が
な
さ
れ
た
。

そ
し
て
集
会
終
了
後
、
繕
集
し
た
奄

て
の
部
分
は
固
い
ス
ク
ラ
ム
で
河
原
町

を
通
っ
て
円
山
公
園
ま
で
デ
モ
行
巴
を

貫
徹
し
尤
。

〒
九
日
の
代
議
員
人
会
の
決
」
二
耳

っ
き
ス
ト
ノ
イ
キ
中
は
教
蔓
部
の
最
尚

決
富
機
関
で
あ
る
C
ス
ト
実
人
会
が
、

一月
ー
四
日
に
予
足
さ
れ
て
い
た
の
に

漕
し
」
抵
、目
系
づ牛
は
、
同
日
に
教
貞

那
へ
峨
員
人
会
の
テ
ノ
チ
ー
げ
餌
内
爪

し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
に
民
肖

, が

一月
ハ
日
の
理
学
部
に
続
き
、
秋
序

派
部
分
と
結
託
し
て
全
学
の
字
費
値
ユ

げ
阻
止
闘
争
に
敵
対
し
て
来
た
こ
と
塔

頓
味
し
、
C
ス
ト
実
-
全
闘
連
に
結
集

す
る
掌
生
は
、
こ
の
民
脅
認ハ学
彗
に
よ

萄
「
代
議
員
大
会
」
デ
ノ
チ
上
げ
を
冥

力
で
粉
砕
し
C
ス
ト
実
大
会
の
成
均
を

勝
ち
と
る
べ
く
決
意
を
固
め
た
。

卜
四
日
は
、
C
ス
ト
実
-
李
闘
塵
の

品
隊
が
早
朝
か
ら
小
部
構
内
を
武
去
制

圧
し
、
昼
こ
り
か
ら
凶
歯
露
前
で
繁
会

を
開
b
こ
う
と
し
た
民
青
駁
レデ
h
を
一

激
ご
粉
砕
し
た
。
そ
の
た
め
民
阿
て
t

1
は
鴨
川
の
刮
k
ま
で
逃
匡
せ
ぜ
勺
を

得
な
か
っ
た
。

午
ぼ
一時
ぜ
ぎ
か
b
、
代
義
賦
人
ム

!
ノ
チ
」
、∪
策
動
を
粉
砕
し
た
C
く
ト

支
.、
f
逆

爵
教
至
で
鳴

回
人
食
他

聞
催
し
ん
。
て
し
て
d
論
の
木
、
「無

鶏
限
ス
ト
ノ
イ
キ
を
賞
徹
し
、
戸
費
他

1
.D思
止
か
b
自
働
隊
陣
縄
沃
只
朋
11

闘
噴
へ
血
撃
せ
よ
」
と
い
う
力
針
乞
、

鮭
放

八
一
、
反
対
四
で
次
」し
た
.

よ
r}財
口
㍍
」{が
1
二
日
の
レq肖
会
見

e

ー

二
}
ー
停
止
し
G
八
武
く
臼

な
♪
つ
も
り
だ
」
と
黄

ロし
、
～
う
ー

肋
」
円
ら
か
の
契
機
を
も
っ
て
機
勤
豚

轟
入
ー
ハ
リ
ケ
ー
ド
解
除
ー
ロ
ノ
〃
ノ

ワ
ト
ー
入
試
盆
仔
と
い
つ
手
腱
を
取
⇔

こ
」
が
F
想
さ
れ
、
入
議
に
関
し
て

芦
更
乳
角
ー
人
r当
局
に
よ
.n闘
憤
日

役
の
た
め
の
八
試
蛾
行
に
抗
し
、
人
試

粉
坤
闘
争
に
決
起
せ
よ
」
と
い
う
力
釦

t
、
剛
岨
力
針
と
併
せ
て
決
往
し
た
。

一
月
例
旬
に
予
足
さ
れ
勾
入
試
②
目

剛
に
し
て
、
氷
入
に
お
け
る
算
費
何
ー

ノ
阻
d
闘
争
は
訊
迷
ね
展
囲
乞
r
げ
ん

こ
し
く
い
る
。×

X

以
L
が
車
翁
}
月
か
ら

　月
-
四
日

よ
で
の
、
教
幾
都
を
中
心
と
し
た
京
大

に
お
け
る
多
質
假
上
げ
阻
∬
闘
争
の
概

賂
で
あ
勾。
な
お
こ
の
様
な
闘
争
と
と

も
に
、
無
期
限
ス
ト
フ
イ
キ
の
内
笑
化

へ
同
け
、
教
養
部
で
は
ク
ラ
ス
の
ス
ト

フ
イ
キ
実
行
委
貴
会
を
甲
心
に
、
自
上

カ
リ
キ
'
ラ
ム
に
話
つ
く
ク
ラ
ス
討
詮

・
翼
習
会
が
行
な
わ
れ
、
〈
中
教
審
・

沖
縄
〉
を
め
ぐ
っ
て
個
発
な
訂
諭
が
行

な
わ
れ
て
い
る
。
ま
兀
鍛
多
く
の
ン
ン

ホ
ノ
ウ
ム
、
出
人
国
管
理
体
制
・
農
業

問
題
・
公
害
・
一一里
啄
闘
争
な
ど
の
ノ

ン
沢
ジ
ウ
ム
が
バ
画
さ
孔
実
わ
さ
為
て

い
る
。

受
験
昼
遣
君
が
、
こ
の
・費
闘
争
の

人
ざ
っ
ば
な
ス
ケ
ノ
チ
か
ら
何
を
F
び

何
を
石
え
る
の
か
は
、
受
験
頻
諸
君
自

り
自
身
の
問
題
と
し
て
あ
㊨
。
わ
れ
わ

れ
L
し
て
は
π
だ
、
眠絡
旧
に
は
只
同

の
戦
角
に
参
川
こ
れ
0
へ
⊃
が
生
」
わ

く
。

柔

V

〈
写
真
説
明
V
タ
イ
ト
ル
写
真
・
二

月
一四
日
教
獲
部
ス
ト
ラ
イ
キ
実
行
委

員
会
第
一
回
大
会
、
右
中
二

月
一
九

日
蕨
養
部
代
踊
員
大
会

〔採
決
時
)

左
上
・
二
月
一
一日
全
関
西
大
集
会
.

一
東京学院大学

受験

,

_共 に35年

後輩知友へ御推薦を乞う 灘1

}

蔓簸亜 諸君の御薩1闘を祈る 受験生と

新学年開講4月22日
◇大学受験科(午 前、午後、夜間部)

国立受験科一国公立大文系クラス

国立受験科一国公立人理系クラス

早慶受験科一私 大 政 経 広 文系

理工受験科一私 大 理 二L医 禁 系

◇理 社 単 科一 日世 地 政 物 化 辻

特 設 ゼ ミー英 国 ・数1HB皿

◇公 開 模 試一年 間6回 施 行

電話 ・ハガキで案内書無料送呈

暖冷房完備
学割指定校

入学生宿舎斡旋

1°1響鳶灘 講 酔瑳一15LLLIII≡§1騰

高い合格 率統

一
阪大クラス

 

●京大

 

●医進クラス

気鋭の教授陣 ・厳 しい学習管理

親身な個人指導 ・徹底的学力開発

(全Uク ラス編成)昼間部

(数 ・英 ・国 単 科)夜間部

守校法人

大学受験広島YMCA学 園
〒730」 ム島巾八コ堀7-11TEL(2812266(fU、)

導学 指

 

進単大るあ評定

』ヒ
開 講 一一一4月1U日

◎願 書受 付=31i1目 一4月6口 迄 じ入 試=3月22目 ・28B・4月2i;・7

◎設 置 ク ラス=午 自u耶=理 科系 ・又 科系 ・私 」ムム文 系 身 改部轟午 前鄙 と同 し

◎ 詳 細 規 則 書(切 手30円 封 入 の こ と)

TEL(2b9)1906・2904〒162東京都新宿区市ケ谷左内町29(国 電市ケ谷駅)
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